
愛
知
県
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
理
事
長
�
峰
澤
彰
宏
氏
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

社
長
）
は
１１
月
５
日
、
名
古
屋
市
中
区
伊
勢
山
の
組
合
事
務
所
で
１１
月
理
事
会
を
開
催

し
、
理
事
、
事
務
局
合
わ
せ
て
１８
名
が
出
席
し
た
。
本
理
事
会
で
は
、
令
和
７
年
新
年

賀
詞
交
歓
会
の
準
備
進
捗
状
況
報
告
、
「
第
３５
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
」
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

峰
澤
理
事
長
の
挨
拶
に
続

き
、
以
下
の
報
告
、
議
案
審

議
が
行
わ
れ
た
。

【
報
告
】

「
第
３４
回
管
工
機
材
・
設

備
総
合
展
」
に
つ
い
て
▽
●

９
月
３
日
�
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｇ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
に
て
展
示
会
成
功

祈
願
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

組
合
員
３５
名
、
出
展
者
７８

名
、
計
１
１
３
名
が
参
加
。

●
１０
月
９
日
�
吹
上
ホ
ー
ル

に
三
役
・
展
示
会
実
行
委
員

が
集
ま
り
、
展
示
会
開
催
前

日
の
打
ち
合
わ
せ
。
●
１０
月

１０
日
〜
同
１２
日
�
吹
上
ホ
ー

ル
に
て
「
第
３４
回
管
工
機
材

・
設
備
総
合
展
」
開
催
。
出

展
企
業
・
団
体
１
２
６
社
・

団
体
／
２
５
６
小
間
。
来
場

者
数
／
１０
日
４
８
４
２
名
／

１１
日
４
５
８
９
名
／
１２
日
２

４
２
３
名

（
最
終
日
は

１５
時
ま
で
）、

計
１
万
１
８

５
４
名
。
組

合
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
か

ら
ア
ク
セ
ス

で
き
る
展
示

会
特
設
サ
イ

ト
に
て
来
場

者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
報
告

を
掲
載
中
。

【
各
部
会
報

告
】①

総
務
部
会
▽
●
第
５４
回

名
管
会
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
報

告
�
９
月
１０
日
、
名
古
屋
市

名
東
区
の
愛
知
カ
ン
ツ
リ
ー

倶
楽
部
東
山
コ
ー
ス
に
て
開

催
。
参
加
者
は
正
会
員
２５

名
、
賛
助
会
員
３７
名
。
●
令

和
７
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
�

令
和
７
年
１
月
２２
日
㈬
、
名

古
屋
市
中
村
区
の
名
古
屋
マ

リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル

に
て
開
催
。
開
会
は
１８
時
。

②
経
営
対
策
部
会
▽
令
和

７
年
２
月
２５
日
㈫
、
名
古
屋

市
中
村
区
の
ウ
イ
ン
ク
あ
い

ち
１３
階
１
３
０
１
会
議
室
に

て
開
催
。
講
師

は
イ
ン
プ
ル
ー

ブ
社
長
の
大
畑

祐
貴
氏
が
務
め

る
。
参
加
者
は

５０
名
を
想
定
。

参
加
募
集
案
内

は
１２
月
に
発
信

予
定
。

③
広
報
部
会

▽
１１
月
１
日
、
組
合
事
務
所

に
て
組
合
だ
よ
り
編
集
会
議

を
開
催
。「
組
合
だ
よ
り
第
１

５
２
号
」を
１２
月
に
、「
組
合

だ
よ
り
第
１
５
３
号
」
を
令

和
７
年
３
月
に
発
行
予
定
。

④
福
利
厚
生
部
会
▽
巡
回

健
康
診
断
に
つ
い
て
、
９
月

１
日
〜
同
３０
日
に
１
社
へ
の

巡
回
が
完
了
。
本
理
事
会
当

日
現
在
、
健
康
診
断
申
込
み

３２
社
中
３１
社
が
終
了
。
残
る

１
社
も
１１
月
中
に
受
診
予
定

（
終
了
済
み
）
。

⑤
組
合
加
入
促
進
部
会
▽

本
理
事
会
当
日
現
在
、
日
程

調
整
中
だ
が
、
部
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

⑥
青
年
部
「
愛
青
会
」
▽

大
藪
豊
大
氏
（
大
清
）
、
峰

澤
匡
範
氏
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ

Ｗ
Ａ
）
（
順
不
同
）
の
２
名

が
新
規
加
入
。
本
理
事
会
当

日
現
在
、
部
員
数
は
８
名
。

青
年
部
「
愛
青
会
」
は
随
時

部
員
を
募
集
中
だ
。
年
齢
制

限
は
４５
歳
ま
で
。
詳
し
く
は

組
合
事
務
所
ま
で
問
い
合
わ

せ
を
。

【
経
過
報
告
】

１０
月
１７
日
、
愛
知
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会

第
７３
回

中
小
企
業
団
体
愛
知
県
大
会

な
ら
び
に
講
演
会
が
名
古
屋

マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
席

で
粂
内
洋
理
事
（
名
古
屋
機

器
社
長
）
と
鈴
木
克
利
理
事

（
米
津
物
産
社
長
）
（
順
不

同
）
が
「
愛
知
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
会
長
賞
（
組
合

功
労
者
）
」
を
受
賞
し
た
。

【
そ
の
他
の
議
案
事
項
】

「
第
３５
回
管
工
機
材
・
設

備
総
合
展
」
に
つ
い
て
、
前

回
展
で
の
�
気
づ
き
�
な
ど

を
交
え
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
他
、
次
期
役
員

改
選
（
２
０
２
５
年
度
）
に

向
け
た
意
見
交
換
も
な
さ
れ

た
。す

べ
て
の
議
案
審
議
を
終

え
小
川
誉
之
副
理
事
長
（
小

川
管
商
社
長
）
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
散
会
と
な
っ
た
。

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会

（
会
長
�
橋
本
康
彦
氏
・
川

崎
重
工
業
社
長
）
が
１０
月
２４

日
発
表
し
た
「
マ
ニ
ピ
ュ
レ

ー
タ
、
ロ
ボ
ッ
ト
統
計

受

注
・
生
産
・
出
荷
実
績
【
会

員
ベ
ー
ス
】
」
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
７
〜
９
月
期
の

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
受
注
台

数
は
前
年
同
期
比
２
・
０
％

増
の
４
万
１
０
１
３
台
、
受

注
額
は
９
・
４
％
増
の
１
７

６
２
億
円
、
ま
た
生
産
台
数

は
１２
・
７
％
減
の
４
万
１
３

８
６
台
、
生
産
額
は
８
・
４

％
減
の
１
７
１
７
億
円
だ
っ

た
。受

注
状
況
は
、
電
子
部
品

実
装
機
で
底
打
ち
感
が
鮮
明

に
な
り
つ
つ
あ
り
、
垂
直
多

関
節
ロ
ボ
ッ
ト
を
中
心
と
し

た
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

ロ
ボ
ッ
ト
も
回
復
の
兆
し
が

あ
る
こ
と
で
、
受
注
台
数
、

受
注
額
と
も
に
８
四
半
期
ぶ

り
に
増
加
に
転
じ
た
。

出
荷
実
績
を
み
る
と
、
総

出
荷
台
数
は
前
年
同
期
比
１０

・
３
％
減
の
４
万
３
２
８
３

台
、
総
出
荷
額
は
５
・
８
％

減
の
１
８
１
０
億
円
。
輸
出

台
数
が
１５
・
８
％
減
、
輸
出

額
が
１０
・
６
％
減
と
な
っ
た

一
方
で
、
国
内
出
荷
台
数
は

１１
・
２
％
増
、
国
内
出
荷
額

は
９
・
７
増
と
そ
れ
ぞ
れ
６

四
半
期
ぶ
り
、
３
四
半
期
ぶ

り
に
増
加
に
転
じ
た
。

国
内
向
け
は
、
電
気
機
械

製
造
業
向
け
が
主
要
用
途
で

あ
る
電
子
部
品
実
装
用
で
減

少
、
自
動
車
製
造
業
向
け
が

溶
接
用
を
中

心
に
増
加
し

た
。
用
途
別

で
は
溶
接
用

が
大
幅
増
、

半
導
体
用
も

下
げ
止
ま
り

と
な
っ
た
。

輸
出
は
マ

テ
ハ
ン
用
や

ス
ポ
ッ
ト
溶

接
用
が
大
幅

に
減
少
し
た

も
の
の
、
実

装
用
や
半
導

体
用
が
大
幅

に
増
加
し

た
。
ア
ジ
ア

向
け
は
底
打

ち
に
向
か
う

一
方
で
、
欧

米
で
は
減
少

が
続
い
て
い

る
。

日
本
鍛
圧
機
械
工
業
会

（
代
表
理
事
会
長
�
長
利
啓

正
氏
・
コ
マ
ツ
産
機
社
長
）

が
１１
月
１１
日
発
表
し
た
月
次

会
員
受
注
統
計
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
１０
月
度
の
受
注

総
額
は
２
３
６
億
７４
百
万
円

で
前
年
同
月
比
８
・
４
％
減

と
な
っ
た
。
板
金
機
械
が
国

内
・
輸
出
と
も
に
堅
調
に
推

移
し
た
が
、
プ
レ
ス
系
、
サ

ー
ビ
ス
系
は
前
年
割
れ
と
な

っ
た
。

板
金
系
は
北
米
向
け
の
輸

出
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
９
か
月
ぶ
り
に
大
幅
に

伸
び
た
。
全
般
的
に
国
内
の

低
迷
が
続
い
て
お
り
、
輸
出

頼
み
の
状
況
と
言
え
る
と
し

た
。機

種
別
に
み
る
と
、
プ
レ

ス
系
機
械
が
８７
億
２０
百
万
円

で
前
年
同
月
比
２４
・
７
％
減

と
な
っ
た
。
小
型
プ
レ
ス
が

２８
・
９
％
増
、
油
圧
プ
レ
ス

が
２１
・
７
％
増
、
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
も
８１
・
１
％
増
だ
っ
た

が
、
中
型
・
大
型
・
超
大
型

プ
レ
ス
は
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
。板

金
系
機
械
は
７８
億
１３
百

万
円
で
前
年
同
月
比
１６
・
６

％
増
と
な
っ
た
。
パ
ン
チ
ン

グ
が
５９
・
０
％
増
、
レ
ー
ザ

・
プ
ラ
ズ
マ
が
３
・
８
％
増

で
、
ブ
レ
ー
キ
・
シ
ヤ
ー
は

５
・
３
％
減
だ
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
系
は
７１
億
４２
百

万
円
で
前
年
同
月
比
５
・
８

％
減
と
な
っ
た
。

内
外
別
（
機
種
計
）
で

は
、
国
内
が
７１
億
６３
百
万
円

で
前
年
同
月
比
３６
・
７
％
減

と
な
っ
た
。
鉄
鋼
が
７１
・
７

％
増
、
一
般
が
３０
・
９
％
増

だ
っ
た
が
、
金
属
は
１２
・
８

％
減
、
輸
送
は
６１
・
１
％

減
、
電
気
も
２６
・
４
％
減
だ

っ
た
。

輸
出
は
９３
億
６９
百
万
円
で

前
年
同
月
比
３４
・
７
％
増
と

な
っ
た
。
北
米
向
け
が
２
・

４
倍
、
イ
ン
ド
向
け
が
２
・

０
倍
、
中
国
向
け
が
１４
・
９

％
増
、
韓
国
向
け
が
４７
・
３

％
増
、
東
南
ア
ジ
ア
向
け
が

６１
・
７
％
増
。
一
方
、
欧
州

向
け
は
２１
・
６
％
減
だ
っ

た
。

「
管
工
機
材・設
備
総
合
展
」盛
況
裡
に
閉
幕

新
年
賀
詞
交
歓
会
の
準
備
着
々
と

２０２４
年
１０
月
度
鍛
圧
機
械
受
注
額

愛
知
県
管
工

機
材
商
協
組

１１
月
理
事
会
開
催

峰澤理事長

前
年
同
月
比
８.４
％
減
の
２３６
億
円

日
鍛
工
板
金
系
は
北
米
向
け
の
好
調
で
伸
長

出所：日本ロボット工業会

マ
ニ
ピ
ュ
レ
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タ
、ロ
ボ
ッ
ト
統
計

受
注
額
が
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四
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期
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加

日
本
ロ
ボ
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ト
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業

会
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名
古
屋
伝
動
機
商
組
合

（
理
事
長
�
岩
田
典
之
氏
・

イ
ワ
タ
社
長
）
は
、
１０
月
２９

日
午
後
６
時
よ
り
名
古
屋
市

中
区
の
東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦

で
例
会
を
開
催
し
た
。
藤
川

伝
導
機
の
成
瀬
氏
と
ユ
ア
サ

商
事
の
湯
浅
氏
が
当
番
幹
事

を
務
め
た
。

冒
頭
、
岩

田
理
事
長
が

「
景
気
は
良

い
の
か
悪
い

の
か
分
か
ら

な
い
状
況

で
、
ま
だ
値

上
げ
の
案
内

が
来
て
お
り

落
ち
着
い
て

い
な
い
。
人

件
費
や
資

材
、
運
賃
の

高
騰
も
あ
っ

て
や
り
辛
い

部
分
も
あ
る
が
、
伝
動
機
業

界
が
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
て

い
る
と
い
う
誇
り
と
気
概
を

持
っ
て
、
私
た
ち
も
創
意
工

夫
し
な
が
ら
営
業
活
動
や
組

合
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
本
日
は
短
い

時
間
だ
が
、
懇
親
を
深
め
な

が
ら
意
見
交
換
し
有
意
義
に

過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
。

議
事
に
入
り
、
１１
月
７
日

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
つ
い

て
、
担
当
の
大
矢
顕
常
任
理

事
（
大
矢
伝
動
精
機
社
長
）

よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
利
用
し
て
い
た
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
（
ス
ポ
ル
ト
名
古

屋
）
が
閉
店
し
た
た
め
、
今

回
は
「
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム

中
川
１
号
線
店
」

（
名
古
屋
市
中
川
区
）
を
会

場
と
す
る
。
パ
ー
テ
ィ
ー
会

場
が
な
い
た
め
表
彰
式
は
プ

レ
ー
を
し
た
レ
ー
ン
で
行

い
、
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
は
軽

食
を
レ
ー
ン
に
用
意
す
る
。

１４
社
６２
名
が
参
加
す
る
予

定
。全

国
伝
動
機
商
組
合
連
合

会
の
全
国
大
会
は
、
２
０
２

５
年
５
月
２１
、
２２
日
に
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

大
阪
（
大
阪
市
北
区
）
で
開

催
さ
れ
る
。
岩
田
理
事
長
は

「
（
２
日
目
は
）
大
阪
・
関

西
万
博
の
見
学
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。
名
古
屋
か
ら
は
組
合

員
数
２０
人
中
１５
人
が
参
加
を

申
し
込
み
、
参
加
率
が
高
く

な
っ
た
。
こ
れ
を
次
々
回
の

名
古
屋
で
の
大
会
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
」
と
話
し
た
。

こ
の
後
、
９
月
に
着
任
し

た
落
合
の
可
知
岳
彦
名
古
屋

支
店
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
件
で
は
、
組
合

運
営
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
概
要
が
説
明
さ
れ
、
岩
田

理
事
長
よ
り
結
果
を
参
考
に

理
事
会
で
検
討
し
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い
く
考
え
が
示

さ
れ
た
。

次
回
１
月
新
年
会
の
当
番

幹
事
は
、
太
田
廣
の
石
見
氏

と
落
合
の
可
知
氏
。

例
会
終
了
後
は
、
懇
親
会

が
催
さ
れ
た
。

ジ
ー
ネ
ッ
ト
名
古
屋
支
社

（
取
締
役
支
社
長
�
松
吉
正

訓
氏
、
所
在
地
�
名
古
屋
市

中
区
）
は
、
来
年
２
月
に
開

催
す
る
「
２
０
２
５
中
部
機

械
加
工
シ
ス
テ
ム
展
」
の
出

展
メ
ー
カ
ー
向
け
説
明
会
お

よ
び
決
起
大
会
を
１０
月
１８

日
、
名
古
屋
市
熱
田
区
に
あ

る
サ
イ
プ
レ
ス
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
で
開
催
し
た
。

同
展
は
ジ
ー
ネ
ッ
ト
名
古

屋
支
社
管
轄
の
有
力
販
売
店

が
主
催
し
て
、
２
月
６
日
・

７
日
の
２
日
間
、
ポ
ー
ト
メ

ッ
セ
な
ご
や
第
３
展
示
館
で

開
催
さ
れ
る
。

テ
ー
マ
は「
次
の
一
手
、革

新
の
一
歩
」。カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
、
Ｄ
Ｘ
、
自
動
化

・
省
人
化
に
焦
点
を
当
て
、

製
造
現
場
の
問
題
解
決
に
向

け
た
様
々
な
提
案
が
行
わ
れ

る
。
機
械
加
工
周
辺
機
器
メ

ー
カ
ー
、
工
作
機
械
・
Ｄ
Ｘ

メ
ー
カ
ー
な
ど
１
８
０
社
超

（
１０
月
１８
日
現
在
）
が
出
展

を
予
定
し
、
来
場
者
目
標
は

３
５
０
０
人
と
し
て
い
る
。

各
メ
ー
カ
ー
の
イ
チ
押
し

商
品
を
実
演
展
示
す
る
「
特

設
ブ
ー
ス
」
や
、
メ
ー
カ
ー

同
士
が
コ
ラ
ボ
出
展
す
る

「
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
コ

ー
ナ
ー
」

（
新
設
）
な

ど
見
ど
こ
ろ

多
数
。
会
期

中
は
、
加
工

機
＋
自
動
化

搬
送
シ
ス
テ

ム
の
提
案
、

バ
リ
取
り
現

場
へ
の
ロ
ボ

ッ
ト
導
入
な

ど
関
心
の
高

い
テ
ー
マ
の

セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
さ
れ
る
。

説
明
会
で
は
、
事
務
局
を

代
表
し
て
ジ
ー
ネ
ッ
ト
名
古

屋
支
社
の
溝
手
儀
孝
機
工
担

当
部
長
が
「
中
部
機
械
加
工

シ
ス
テ
ム
展
は
２
０
１
４
年

に
第
１
回
目
を
開
催
し
、
今

回
で
９
回
目
と
な
る
。
ユ
ー

ザ
ー
様
や
販
売
店
様
の
認
識

も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
進
化
す
る
展
示

会
を
目
指
し
て
お
り
、
今
回

も
６
組
の
メ
ー
カ
ー
様
の
コ

ラ
ボ
ゾ
ー
ン
を
用
意
し
た
。

こ
の
コ
ラ
ボ
ゾ
ー
ン
は
我
々

商
社
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

展
示
の
方
法
だ
と
思
っ
て
お

り
、
今
後
も
拡
大
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
。

開
催
概
要
、
セ
ミ
ナ
ー
概

要
、
出
品
機
械
、
出
品
要
綱

の
説
明
が
あ
り
、
ジ
ー
ネ
ッ

ト
の
各
部
署
長
よ
り
近
況
報

告
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
あ
と
会
場
を
移
し
て

決
起
大
会
が
開
か
れ
、
展
示

会
の
成
功
に
向
け
て
事
務
局

の
ジ
ー
ネ
ッ
ト
と
出
展
メ
ー

カ
ー
各
社
が
結
束
を
固
め

た
。

キ
ッ
ツ
（
社
長
�
河
野
誠

氏
、
本
社
�
東
京
都
港
区
）

は
、
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
＆
リ
ー
ス
（
社
長
�
橘
正

喜
氏
、
本
社
�
東
京
都
千
代

田
区
）
の
戦
略
子
会
社
で
あ

る
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
み
ら
い
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
を
通
じ
て
、
長
野
県

茅
野
市
に
あ
る
キ
ッ
ツ
茅
野

工
場
で
オ
ン
サ
イ
ト
型
自
家

消
費
太
陽
光
発
電
サ
ー
ビ
ス

（
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
）
を
導
入

し
、
１１
月
２０
日
運
転
を
開
始

し
た
。

茅
野
工
場
は
、
キ
ッ
ツ
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
生
産
・
技

術
開
発
と
、
建
築
設
備
市
場

向
け
の
給
排
水
装
置
で
使
用

す
る
青
黄
銅
製
バ
ル
ブ
を
製

造
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。Ｐ

Ｐ
Ａ
（
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

Ｐ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｓ
ｅ

Ａ
ｇ

ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
モ
デ
ル

は
、
発
電
事
業
者
が
需
要
家

の
敷
地
内
に
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
、
発
電
さ
れ
た

電
力
を
需
要
家
に
供
給
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
今
回
の
取
り

組
み
で
は
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
み
ら
い

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
茅
野
工
場

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
合
計
３

４
０
０
枚
設
置
し
、
発
電
し

た
電
力
の
全
量
を
同
工
場
に

供
給
す
る
。

パ
ネ
ル
容
量
は
１
９
８
９

�
で
、
年
間
想
定
発
電
量
１

９
７
１
MWh
の
電
力
を
供
給
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
年

間
約
８
２
９
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発

電
量
は
、
茅
野
工
場
が
使
用

す
る
電
力
量
の
２４
％
に
相
当

す
る
。

キ
ッ
ツ
グ
ル
ー
プ
は
、
環

境
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
３
Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
（
ト
リ
プ
ル
ゼ
ロ
）
」

を
策
定
し
、
主
要
な
事
業
所

に
お
い
て
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
電

力
の
調
達
を
進
め
て
い
る
。

目
標
値
の
う
ち
、
２
０
２
４

年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
Ｃ

Ｏ
２
削
減
率
（
２
０
１
３
年

度
基
準
年
比
８０
％
減
）
を
１

年
前
倒
し
で
達
成
し
た
。
さ

ら
に
２
０
２
４
年
度
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
率
の
目
標
値
を
９０

％
減
に
上
方
修
正
し
、
グ
ル

ー
プ
全
体
で
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

ま
た
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
み
ら
い

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
は
、
太
陽
光

・
バ
イ
オ
マ
ス
・
水
力
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
事
業
、
オ
ン
サ

イ
ト
／
オ
フ
サ
イ
ト
発
電
事

業
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
電

力
の
供
給
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

キ
ッ
ツ
機
構
改
革

２
０
２
５
年
１
月
１
日
付

キ
ッ
ツ
は
こ
の
ほ
ど
、
機

構
改
革
（
２
０
２
５
年
１
月

１
日
付
）
を
発
表
し
た
。
市

場
を
軸
に
し
た
組
織
編
成
に

よ
り
管
掌
領
域
を
明
確
に

し
、
効
率
的
な
事
業
運
営
に

よ
る
さ
ら
な
る
成
長
を
目
的

と
し
て
、
市
場
別
ビ
ジ
ネ
ス

ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｂ
Ｕ
）
制
組
織

へ
の
移
行
を
行
う
。

バ
ル
ブ
事
業
統
括
本
部
、

環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

部
及
び
水
素
事
業
部
を
廃
止

し
、
市
場
別
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ

ッ
ト
（
Ｂ
Ｕ
）
と
し
て
、

「
建
築
設
備
・
機
械
装
置
Ｂ

Ｕ
」
、
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
Ｂ
Ｕ
」、「
半
導
体
Ｂ
Ｕ
」、

「
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ

Ｕ
」
、
「
水
素
Ｂ
Ｕ
」
及
び

「
伸
銅
品
Ｂ
Ｕ
」
の
各
Ｂ

Ｕ
、
並
び
に
製
販
統
括
セ
ン

タ
ー
及
び
技
術
統
括
セ
ン
タ

ー
を
新
設
す
る
。

５
月
２１
、２２
日
の
全
国
大
会
に

名
古
屋
か
ら
多
数
参
加
予
定

名
古
屋
伝
動

機
商
組
合

令
和
６
年
１０
月
度
通
常
例
会
開
催

オ
ン
サ
イ
ト
型

自
家
消
費

太
陽
光
発
電
サ
ー
ビ
ス
を

キ
ッ
ツ
茅
野
工
場
に
導
入

例会の様子

工
場
で
使
用
す
る
電
力
量
の
２４
％
を
供
給

決
起
大
会
で
士
気
を
高
め
る

２
月
６
、７
日
に
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
で

２０２５
中
部
機
械
加
工
シ
ス
テ
ム
展

説明会の様子

ジ
ー
ネ
ッ
ト

名
古
屋
支
社

出
展
メ
ー
カ
ー
向
け
説
明
会
開
く

キ
ッ
ツ
茅
野
工
場

（２）令和６年１２月８日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２９０７号



日
本
機
械
工
具
工
業
会
（
会
長
�
松
本
克
洋
氏
・
不
二

越
執
行
役
員
工
具
事
業
部
長
）
は
、
１０
月
２３
日
に
神
奈
川

県
の
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
秋
季
総
会
に
お

い
て
「
令
和
６
年
度
日
本
機
械
工
具
工
業
会
賞
」
を
発
表

し
、
総
会
後
、
表
彰
式
を
執
り
行
っ
た
。

各
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

業
界
功
労
賞

●
牛
島
望
氏
（
満
６７
歳
）

住
友
電
気
工
業
、
ア
ラ
イ
ド

マ
テ
リ
ア
ル

﹇
業
界
経
歴
﹈
２
０
１
３

年
６
月
〜
１５
年
６
月
…
理
事

（
超
硬
工
具
協
会
）
▽
１５
年

６
月
〜
１７
年
６
月
…
副
会
長

▽
１７
年
６
月
〜
１９
年
６
月
…

会
長
▽
１９
年
６
月
〜
２０
年
６

月
…
理
事

﹇
企
業
経
歴
﹈
２
０
１
３

年
６
月
…
住
友
電
気
工
業
常

務
取
締
役
▽
１７
年
６
月
…
同

社
専
務
取
締
役
（
代
表
取
締

役
）
▽
１９
年
６
月
…
同
社
副

社
長
（
代
表
取
締
役
）
▽
２１

年
６
月
…
ア
ラ
イ
ド
マ
テ
リ

ア
ル
代
表
取
締
役
会
長
（
現

職
）※

牛
島
氏
の
功
績
の
概
要

に
つ
い
て
は
本
紙
既
報
の
通

り
（
１２
月
１
日
号
１
面
）
。

技
術
功
績
賞７

社
９
件

●
均
粒
・
高
結
晶
性
Ｗ
Ｃ

粉
の
開
発
（
ア
ラ
イ
ド
マ
テ

リ
ア
ル
）

﹇
新
規
性
﹈
本
開
発
品
Ｗ

Ｃ
粉
「
Ｗ
Ｃ
�
Ｕ
０
１
５

Ｓ
」
は
、
微
粒
Ｗ
Ｃ
粉
末
を

原
料
と
す
る
超
硬
合
金
の
機

械
特
性
お
よ
び
熱
特
性
改
善

を
目
的
と
し
て
、
従
来
粉
末

と
比
較
し
て
粉
末
粒
度
の
均

粒
化
お
よ
び
粉
末
一
次
粒
子

の
高
結
晶
化
を
実
現
し
て
い

る
。●

セ
ン
シ
ン
グ
ツ
ー
ル
お

よ
び
Ｋ
Ｋ
Ｄ
Ｘ
加
工
サ
ポ
ー

ト
（
住
友
電
工
ハ
ー
ド
メ
タ

ル
）﹇

新
規
性
﹈
切
削
加
工
は

微
小
か
つ
高
速
な
変
形
現
象

で
、
切
削
液
の
使
用
も
あ
り

加
工
点
の
現
象
可
視
化
は
容

易
で
は
な
く
、
現
実
に
は
切

削
負
荷
や
振
動
な
ど
か
ら
現

象
を
把
握
し
、
適
切
な
加
工

条
件
の
設
定
や
異
常
原
因
の

究
明
に
活
用
す
る
こ
と
が
有

効
で
あ
る
。
同
社
で
は
、
よ

り
加
工
点
に
近
い
位
置
で
現

象
を
捉
え
る
た
め
工
具
（
旋

削
バ
イ
ト
や
転
削
ホ
ル
ダ
）

内
に
セ
ン
サ
、
無
線
通
信
装

置
、
電
池
を
搭
載
し
た
セ
ン

シ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
開
発
し
、

同
ツ
ー
ル
に
よ
り
顧
客
の
課

題
を
効
率
的
に
解
決
す
る
Ｋ

Ｋ
Ｄ
Ｘ
加
工
サ
ポ
ー
ト
を
開

始
し
た
。

●
鋳
鉄
旋
削
用
コ
ー
テ
ッ

ド
材
種
「
Ａ
Ｃ
４
１
２
５

Ｋ
」
の
開
発
（
住
友
電
工
ハ

ー
ド
メ
タ
ル
）

﹇
新
規
性
﹈
自
動
車
を
は

じ
め
と
す
る
幅
広
い
産
業
で

用
い
ら
れ
る
鋳
鉄
部
品
は
、

軽
量
化
を
目
的
に
薄
肉
、
複

雑
形
状
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
薄
肉
化
し
た
場
合
で
も

十
分
な
強
度
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
鋳
鉄
素
材
は
高
強

度
化
が
進
み
、
難
削
化
が
進

展
し
て
い
る
。
一
方
で
加
工

現
場
で
は
、
コ
ス
ト
削
減
要

求
の
高
ま
り
や
工
作
機
械
の

性
能
向
上
を
背
景
に
、
高
速

・
高
能
率
加
工
へ
の
要
求
が

以
前
に
も
増
し
て
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う

な
市
場
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

鋳
鉄
旋
削
用
新
材
種
「
Ａ
Ｃ

４
１
２
５
Ｋ
」
を
開
発
し

た
。●

内
径
溝
入
れ
工
具
Ａ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
Ｃ
ｕ

ｔ
の
開
発
（
タ
ン
ガ
ロ
イ
）

﹇
新
規
性
﹈
継
ぎ
手
や
シ

ャ
フ
ト
と
小
径
軸
物
部
品
な

ど
の
内
径
溝
入
れ
加
工
は
、

１
、
２
コ
ー
ナ
ー
の
刃
先
交

換
式
工
具
を
使
用
す
る
事
が

主
流
で
あ
る
。
近
年
、
経
済

性
の
向
上
を
期
待
し
て
４
コ

ー
ナ
ー
仕
様
の
刃
先
交
換
式

工
具
が
登
場
し
て
い
る
が
、

加
工
中
に
刃
先
が
動
く
こ
と

に
よ
る
加
工
精
度
不
良
や
イ

ン
サ
ー
ト
欠
損
時
に
取
付
け

不
良
が
発
生
す
る
な
ど
、
ク

ラ
ン
プ
性
能
に
関
す
る
問
題

が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
ク
ラ

ン
プ
性
能
を
改
善
し
た
４
コ

ー
ナ
ー
小
内
径
溝
入
れ
工
具

の
開
発
を
行
っ
た
。
本
開
発

品
は
、
優
れ
た
位
置
決
め
精

度
と
切
削
力
を
受
け
止
め
刃

先
の
動
き
を
抑
制
す
る
ク
ラ

ン
プ
機
構
に
よ
り
、
ク
ラ
ン

プ
性
能
を
向
上
さ
せ
た
。

●
汎
用
ミ
ー
リ
ン
グ
材
種

「
Ｍ
Ｖ
１
０
３
０
」
の
開
発

（
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
）

﹇
新
規
性
﹈
本
開
発
は
鋼

・
鋳
鉄
・
ス
テ
ン
レ
ス
向
け

の
汎
用
ミ
ー
リ
ン
グ
材
種
と

し
て
、
Ｐ
Ｖ
Ｄ
製
品
並
み
の

耐
欠
損
性
を
も
ち
、
Ｃ
Ｖ
Ｄ

製
品
以
上
の
耐
摩
耗
性
を
備

え
た
工
具
の
開
発
を
狙
っ
た

も
の
で
あ
る
。
本
製
品
は
耐

欠
損
性
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
従
来
技
術
の
約
半
分
の

膜
厚
を
生
産
レ
ベ
ル
で
均
一

に
形
成
す
る
よ
う
に
改
良
し

た
結
果
、
Ｐ
／
Ｋ
／
Ｍ
種
と

汎
用
化
を
実
現
し
、
従
来
技

術
に
対
し
て
大
幅
な
性
能
向

上
を
果
た
し
た
点
に
特
徴
が

あ
る
。

●
高
硬
度
鋼
加
工
用
高
送

り
小
径
複
合
ラ
ジ
ア
ス
エ
ン

ド
ミ
ル
（
Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
）﹇

新
規
性
﹈
本
開
発
は
、

高
硬
度
鋼
に
お
け
る
小
径
エ

ン
ド
ミ
ル
を
使
用
し
た
精
密

金
型
の
荒
加
工
に
お
い
て
、

工
具
寿
命
と
加
工
能
率
改
善

を
狙
っ
た
多
刃
ソ
リ
ッ
ド
エ

ン
ド
ミ
ル
で
あ
る
。
近
年
増

加
し
て
い
る
燃
料
電
池
セ
パ

レ
ー
タ
金
型
や
コ
ネ
ク
タ
金

型
の
精
密
金
型
材
料
は
、
Ｓ

Ｋ
Ｄ
１１
や
そ
の
改
良
鋼
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
高

硬
度
鋼
の
直
彫
り
荒
加
工
は

工
具
の
短
寿
命
化
と
能
率
の

低
さ
が
悩
み
で
あ
っ
た
。
本

開
発
品
は
同
社
刃
先
交
換
式

高
送
り
工
具
の
設
計
思
想
を

継
承
し
、
底
刃
を
複
合
ラ
ジ

ア
ス
形
状
と
し
た
。
高
送
り

工
具
は
一
般
的
な
正
ラ
ジ
ア

ス
形
状
と
比
較
し
、
底
刃
の

切
れ
刃
長
さ
を
長
く
し
、
応

力
を
分
散
さ
せ
、
局
所
的
な

工
具
損
傷
を
抑
制
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
高
硬
度
鋼

の
荒
加
工
に
お
い
て
、
工
具

寿
命
と
加
工
能
率
を
改
善
す

る
こ
と
で
、
使
用
す
る
工
具

本
数
や
加
工
時
間
を
削
減

し
、
環
境
負
荷
に
つ
い
て
も

低
減
が
見
込
め
る
。

●
２
枚
刃
ボ
ー
ル
エ
ン
ド

ミ
ル
「
Ｃ
Ｗ
Ｌ
Ｂ
」
の
開
発

（
ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
）

﹇
新
規
性
﹈
本
開
発
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
金
型
業
界
に
お

い
て
使
用
量
の
多
い
プ
リ
ハ

ー
ド
ン
鋼
を
材
料
に
用
い
た

金
型
の
品
質
向
上
を
狙
っ
た

ボ
ー
ル
エ
ン
ド
ミ
ル
で
あ

る
。
工
具
先
端
部
に
微
小
な

フ
ラ
ッ
ト
面
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
工
具
先
端
部
を
使

用
し
た
仕
上
げ
加
工
に
お
い

て
、
加
工
面
の
面
粗
度
と
鏡

面
性
を
改
善
し
た
。
こ
の
フ

ラ
ッ
ト
面
は
、
ボ
ー
ル
Ｒ
の

形
状
精
度
を
高
精
度
に
維
持

可
能
な
レ
ベ
ル
に
微
小
で
あ

り
、
仕
上
げ
加
工
に
お
い
て

効
果
を
発
揮
す
る
適
当
な
範

囲
に
制
御
し
て
設
け
ら
れ
て

い
る
。

◇

※
今
回
、
「
技
術
功
績
大

賞
」
に
つ
い
て
は
該
当
製
品

な
し
。技

術
奨
励
賞１

社
１
件

●
低
抵
抗
高
速
加
工
ヘ
リ

カ
ル
エ
ン
ド
ミ
ル
「
ド
リ
ル

ミ
ル
」
（
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
）

﹇
新
規
性
﹈
本
製
品
は
高

能
率
・
低
抵
抗
の
切
削
加
工

を
目
的
と
し
て
、
従
来
製
品

の
ヘ
リ
カ
ル
加
工
用
エ
ン
ド

ミ
ル
に
は
な
い
底
刃
の
中
低

角
を
増
大
さ
せ
た
独
自
の
刃

型
と
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ

る
。

環

境

賞

【
環
境
大
賞
】

●
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

●
タ
ン
ガ
ロ
イ

【
環
境
特
別
賞
】

●
Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

●
ニ
デ
ッ
ク
マ
シ
ン
ツ
ー

ル

●
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
旋
削
用

材
種
Ａ
Ｈ
６
２
０
０
シ
リ
ー

ズ
の
開
発
（
タ
ン
ガ
ロ
イ
）

﹇
新
規
性
﹈
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
は
熱
伝
導
率
が
低
く
、
工

具
の
刃
先
温
度
が
上
が
り
や

す
い
た
め
、
ク
レ
ー
タ
摩
耗

が
拡
大
し
て
刃
先
強
度
が
低

下
す
る
と
、
刃
先
の
塑
性
変

形
が
急
激
に
進
行
す
る
。
こ

れ
に
加
え
て
、
オ
ー
ス
テ
ナ

イ
ト
系
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
で

は
、
加
工
硬
化
に
伴
う
境
界

損
傷
や
欠
損
が
原
因
で
工
具

寿
命
が
不
安
定
に
な
り
や
す

い
傾
向
が
あ
る
。
Ａ
Ｈ
６
２

０
０
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
耐
熱

性
に
優
れ
る
厚
膜
Ｔ
ｉ
リ
ッ

チ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
ク
レ
ー

タ
摩
耗
を
抑
制
し
、
特
徴
的

な
２
つ
の
耐
摩
耗
層
に
よ
っ

て
従
来
弱
点
で
あ
っ
た
境
界

損
傷
を
克
服
、
さ
ら
に
高
次

元
の
耐
摩
耗
性
と
耐
欠
損
性

を
両
立
し
た
高
硬
度
Ｔ
ｉ
リ

ッ
チ
ナ
ノ
積
層
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
工
具
性
能
と

と
も
に
汎
用
性
が
大
幅
に
向

上
し
た
。

●
「
ア
ク
ア
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ド

リ
ル

バ
リ
レ
ス
」
の
開
発

（
不
二
越
）

﹇
新
規
性
﹈
本
製
品
は
、

穴
あ
け
時
の
困
り
ご
と
で
あ

る
抜
け
側
に
発
生
す
る
バ
リ

や
陣
笠
の
発
生
を
抑
制
す
る

こ
と
で
、
バ
リ
取
り
工
程
縮

減
や
工
程
内
の
ト
ラ
ブ
ル
削

減
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
一
般
的
な
汎
用
ド
リ
ル

で
は
、
バ
リ
抑
制
の
た
め
に

送
り
や
切
削
速
度
を
下
げ
て

加
工
能
率
を
落
と
す
必
要
が

あ
っ
た
が
、
本
開
発
に
よ
り

最
適
化
さ
れ
た
刃
先
形
状
に

よ
り
、
汎
用
ド
リ
ル
と
同
等

の
切
削
条
件
、
同
等
の
工
具

寿
命
で
加
工
で
き
る
点
に
特

長
が
あ
る
。

令
和
６
年
度
日
本
機
械
工
具
工
業
会
賞

令
和
６
年
度
日
本
機
械
工
具
工
業
会
賞
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愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協

同
組
合
（
理
事
長
�
水
谷
隆

彦
氏
・
ミ
ズ
タ
ニ
機
販
社

長
）
の
青
年
部
（
部
長
�
滝

澤
有
一
氏
・

松
本
商
店
社

長
）
は
１１
月

２０
日
、
名
古

屋
市
中
区
金

山
の
名
古
屋

都
市
セ
ン
タ

ー
会
議
室
で

講
演
会
を
開

催
し
た
。
今

回
は
、
ユ
ミ

気
学
教
室
主

宰
の
服
部
祐

己
子
氏
を
講

師
に
招
き

『
九
星
気
学

で
運
気
ア
ッ
プ
』
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
会
を
１
時
間
３０

分
に
わ
た
っ
て
開
催
。
青
年

部
員
ら
２１
名
が
参
加
し
た
。

九
星
気
学
と
は
、
中
国
四

千
年
の
歴
史
の
な
か
で
育
ま

れ
て
き
た
天
文
学
で
あ
り
統

計
学
で
も
あ
る
、
実
践
す
る

こ
と
で
結
果
が
出
る
運
勢
向

上
法
で
あ
る
。
運
勢
を
予
測

し
、
人
間
の
幸
福
の
道
を
教

え
て
く
れ
る
�
気
学
�
を
活

用
し
て
、
運
勢
（
一
生
、
毎

年
、
毎
月
、
毎
日
）
や
、
社

会
・
経
済
・
天
候
・
相
性
を

み
た
り
、
ま
た
、
結
婚
・
引

っ
越
し
・
旅
行
・
就
職
・
学

校
・
人
間
関
係
・
病
気
な
ど

の
悩
み
解
決
へ
の
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

で
も
常
に
人
気
の
講
座
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
講
演
会
を
企
画
し
た

青
年
部
内
教
育
部
（
教
育
幹

事
長
�
高
橋
和
也
氏
・
山
下

機
械
）
講
演
担
当
幹
事
の
三

橋
厚
太
氏
（
ブ
ロ
ー
ド
リ
ー

フ
）
は
「
普
段
の
お
仕
事
か

ら
日
常
生
活
ま
で
、
運
気
も

味
方
に
つ
け
て
い
た
だ
け
る

機
会
に
な
る
も
の
と
思
い
、

今
回
の
テ
ー
マ
を
選
び
、
服

部
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
し
て
く
れ
た

青
年
部
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

さ
っ
そ
く
明
日
か
ら
仕
事
の

な
か
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
て

て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
く
れ
た
。
最
後
に
滝
澤

青
年
部
部
長
が
、
「
今
日
の

お
話
を
聞
い
て
（
九
星
気
学

を
）
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
来
年
の
運
気
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
よ
う
勉
強
し

て
、
自
ら
ア
ッ
プ
し
て
い
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
、
講
演
会
は
閉
会
と

な
っ
た
。

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
大
盛
況
の
う
ち
に
閉

幕
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０

２
４
（
第
３２
回
日
本
国
際
工

作
機
械
見
本
市
）
会
期
中
の

１１
月
９
日
、
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル

（
社
長
�
岩
田
昌
尚
氏
、
本

社
�
名
古
屋
市
守
山
区
）
な

ら
び
に
田
野
井
製
作
所
（
社

長
�
田
野
井
優
美
氏
、
本
社

�
埼
玉
県
白
岡
市
）
共
同
主

催
に
よ
る
「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ

屋
形
船
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開

催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
両
社

の
取
引
先
関
係
者
ら
お
よ
そ

６０
名
が
乗
船
。
東
京
湾
岸
の

夜
景
を
楽
し
ん
だ
。

岩
田
社
長
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ｏ
Ｆ
開
催
年
恒
例
の
屋
形
船

パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
が
、
今
回

は
土
曜
日
開
催
と
い
う
こ
と

で
人
数
が
減
る
だ
ろ
う
と
予

想
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
に
と
て
も
多
く
の
皆
さ

ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。
も
と
も
と
こ
の
会
は

深
く
考
え
ず
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ひ
と

つ
だ
け
目
的
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
出
会
っ
た
人
達
と
い

ろ
い
ろ
話
を
し
て
も
ら
っ
て

ち
ゃ
ん
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
私
ど
も
に
何
の
許
可

な
ど
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が

今
日
こ
の
場
か
ら
始
ま
っ
た

こ
と
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
」
と
こ
の
パ
ー
テ

ィ
ー
の
趣
旨

を
述
べ
、
田

野
井
社
長
は

「
今
回
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
で

イ
ワ
タ
ツ
ー

ル
さ
ん
と
ご

一
緒
さ
せ
て

い
た
だ
い
た

お
陰
で
、
あ

れ
だ
け
の
規

模
の
ブ
ー
ス

で
マ
シ
ニ
ン

グ
や
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
直

加
工
な
ど
も

出
展
で
き
、
普
段
だ
っ
た
ら

得
ら
れ
な
い
よ
う
な
体
験

や
、
お
客
さ
ま
と
の
コ
ン
タ

ク
ト
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
て
当
社
と
し
て
も
素
晴
ら

し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
や
田
野
井

製
作
所
、
ト
ラ
イ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
な
ど
８
社
が
、
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
切
削

加
工
等
の
用
途
な
ら
び
に
そ

の
市
場
拡
大
を
目
的
と
し
、

参
画
各
社
の
製
品
や
技
術
を

集
結
さ
せ
、
加
工
業
界
の
更

な
る
発
展
を
目
指
す
べ
く
２

０
２
４
年
７
月
に
『
ロ
ボ
ッ

ト
加
工
技
術
研
究
会
』
（
会

長
�
岡
丈
晴
氏
・
ト
ラ
イ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
務
）
は

発
足
し
た
。
今
回
の
Ｊ
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ｏ
Ｆ
で
は
そ
の
技
術
の
一

端
で
あ
る
『
ロ
ボ
ッ
ト
マ
シ

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
』
が
披
露

さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
（
社
長
�

森
雅
彦
氏
、
グ
ロ
ー
バ
ル
本

社
�
東
京
都
江
東
区
）
は
、

５
軸
加
工
機
や
複
合
加
工
機

を
歯
車
加
工
機
に
す
る
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
「G

e
ar
P
roduction+

（
ギ

ヤ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ス
）
」
の
提
供

を
始
め
る
が
、

そ
の
第
一
弾
と

し
て
歯
車
研
削

ユ
ニ
ッ
ト
を
開

発
し
た
。

歯
車
は
、
工

作
機
械
や
Ｅ

Ｖ
、
航
空
機
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
鉄

道
、
船
舶
、
風

力
発
電
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
製
品

に
使
用
さ
れ
て

お
り
、
我
々
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

部
品
だ
。
近
年
、
製
品
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
な
か
、
動
力
を
効
率

よ
く
伝
達
す
る
高
精
度
な
歯

車
の
需
要
は
さ
ら
に
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
需
要
に
対
応

す
る
た
め
に
は
高
精
度
な
歯

車
を
高
効
率
に
加
工
で
き
る

生
産
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
と
な

る
。
し
か
し
、
従
来
の
一
般

的
な
歯
車
の
加
工
工
程
は
タ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
や
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
の
よ
う
な
切
削

加
工
機
で
端
面
や
外
径
な
ど

を
加
工
し
た
後
、
ギ
ヤ
シ
ェ

ー
パ
ー
や
ホ
ブ
研
削
盤
等
の

歯
車
専
用
機
で
の
加
工
を
必

要
と
し
、
生
産
性
向
上
に
お

け
る
課
題
が
あ
っ
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
は
５
軸

加
工
機
や
複
合
加
工
機
を
歯

車
加
工
機
に
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
「G

ear
P
roduc

tion+

」
を
提
供
す
る
。

第
一
弾
と
し
て
開
発
し
た
歯

車
研
削
ユ
ニ
ッ
ト
を
５
軸
制

御
高
精
度
立
形
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タN

M
V
5000

D
C
G

に
搭
載
し
、
ギ
ヤ
ス

カ
イ
ビ
ン
グ
等
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
サ
イ
ク
ル
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
旋
削
、
ミ
ー

リ
ン
グ
、
歯
車
の
荒
加
工
か

ら
仕
上
げ
加
工
ま
で
を
１
台

の
機
械
に
工
程
集
約
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の

「G
ear
P
roduction+

by
N
M
V
5000

D
C

Ｇ
」
で
は
、
外
歯
車
φ
４
０

０
㎜
以
下
、
内
歯
車
φ
１
２

０
〜
４
３
０
㎜
、
モ
ジ
ュ
ー

ル
２
〜
６
の
歯
車
お
よ
び
ス

プ
ラ
イ
ン
、
キ
ー
溝
な
ど
、

各
種
溝
形
状
を
加
工
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

歯
車
研
削
ユ
ニ
ッ
ト
は
専

用
の
ク
ラ
ン
プ
機
構
に
よ
り

高
剛
性
に
把
持
さ
れ
、
優
れ

た
動
特
性
を
実
現
し
安
定
し

た
研
削
が
可
能
で
あ
る
。
加

工
時
に
は
自
動
で
主
軸
へ
装

着
さ
れ
、
研
削
加
工
時
以
外

は
専
用
の
機
内
ス
ト
ッ
カ
へ

格
納
さ
れ
る
。ま
た
、荒
加
工

の
歯
車
位
相
を
自
動
で
検
知

す
る
歯
合
わ
せ
機
能
を
装
備

し
て
い
る
。
精
度
に
つ
い
て

は
モ
ジ
ュ
ー
ル
２
・
５
㎜
の

内
歯
平
歯
車
の
加
工
で
、
歯

形
、歯
す
じ
、ピ
ッ
チ
誤
差
、

歯
溝
の
振
れ
に
お
い
て
Ｉ
Ｓ

Ｏ
４
級
を
達
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「G

ear
P

roduction+

」
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
複

数
台
の
機
械
で
行
っ
て
い
た

歯
車
加
工
を
、
高
精
度
か
つ

１
台
の
機
械
に
工
程
集
約
す

る
こ
と
が
で
き
、
サ
イ
ク
ル

タ
イ
ム
の
短
縮
が
可
能
と
な

る
。
内
歯
車
ス
パ
ー
ギ
ヤ
の

加
工
で
は
、
タ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
と
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
、
歯
車
専
用
機
を
使
用
し

て
、
ひ
と
つ
あ
た
り
３２
分
で

あ
っ
た
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
を

「G
ear
P
roduction+

by
N
M
V
5000

D
C

G

」
で
は
１７
分
と
約
４７
％
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
、
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
や
Ｍ

Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

等
、
同
社
ワ
ー
ク
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
併
用
す
る

こ
と
で
歯
車
加
工
の
自
動
化

に
も
対
応
す
る
。

本
製
品
に
関
し
て
詳
し
く

は
、
同
社
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
へ

ア
ク
セ
ス
を
。

セ
コ
・
ツ
ー
ル
ズ
・
ジ
ャ

パ
ン
（
名
古
屋
本
社
�
名
古

屋
市
中
村
区
）
は
、
工
作
機

械
の
情
報
に
基
づ
く
製
品
固

有
の
質
の
高
い
切
削
条
件
の

推
奨
事
項
を
瞬
時
に
提
供
し

て
く
れ
る
革
新
的
な
ウ
ェ
ブ

ベ
ー
ス
ツ
ー
ル
を
１１
月
に
発

売
し
た
。
『
Ｓ
ｅ
ｃ
ｏ
マ
シ

ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
』
は
特
定
の

工
作
機
械
に
最
適
な
切
削
ツ

ー
ル
の
判
定
、
購
入
、
最
適

化
プ
ロ
セ
ス
の
簡
略
化
を
実

現
す
る
。

「
マ
シ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
は

S
ecoT

ools.com

で
お

客
さ
ま
ご
と
に
パ
ー
ソ
ナ
ラ

イ
ズ
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
体
験

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
、
セ

コ
・
ツ
ー
ル
ズ
マ
イ
ペ
ー
ジ

ポ
ー
タ
ル
の
最
新
機
能
で

す
」
と
セ
コ
・
ツ
ー
ル
ズ
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
リ
ー
ドS

im
on

K
arlström

は
語

る
。
ま
た
「
製
品
情
報
を
す

ぐ
に
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く

個
々
の
工
作
機
械
の
特
性
に

基
づ
い
た
特
定
工
具
の
詳
細

な
切
削
条
件
に
素
早
く
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
マ
シ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に

機
械
固
有
の
切
削
条
件
が
即

時
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
、

作
業
者
は
必
要
な
す
べ
て
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
続
け
て
い
る
。

S
ecoT

ools.com

の

�
マ
イ
ペ
ー
ジ
ポ
ー
タ
ル
�

に
ロ
グ
イ
ン
し
、
マ
シ
ン
ラ

イ
ブ
ラ
リ
に
移
動
す
る
だ
け

で
、
製
造
業
者
や
モ
デ
ル
、

Ｃ
Ｎ
Ｃ
、
ク
ー
ラ
ン
ト
、
最

大
許
容
回
転
数
、
ト
ル
ク
、

動
力
な
ど
の
特
徴
と
合
わ
せ

て
工
作
機
械
を
簡
単
に
追

加
、
編
集
、
削
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に

機
械
情
報
が
入
力
さ
れ
る

と
、
利
用
者
が
�
製
品
の
詳

細
�
ペ
ー
ジ
の
�
切
削
条

件
�
タ
ブ
か
ら
工
作
機
械
を

追
加
す
る
だ
け
で
機
械
固
有

の
適
正
な
切
削
条
件
の
推
奨

事
項
を
取
得
で
き
ま
る
。
さ

ら
に
、
切
削
過
程
や
パ
ス
回

数
な
ど
の
機
械
加
工
パ
ラ
メ

ー
タ
を
調
整
し
、
工
程
を
最

適
化
で
き
る
。

マ
シ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
そ

れ
ぞ
れ
の
機
械
を
設
定
し
、

保
存
す
る
こ
と
で
、
今
後
発

表
さ
れ
る
セ
コ
・
ツ
ー
ル
ズ

の
デ
ジ
タ
ル
製
品
に
容
易
に

統
合
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
独
自
の
機
械
設
定
に
よ

る
切
削
条
件
の
算
出
で
、
作

業
者
は
正
確
な
切
削
条
件
の

推
奨
事
項
を
す
ぐ
に
得
る
こ

と
が
で
き
、
費
用
の
か
か
る

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
機
械

固
有
の
切
削
条
件
で
処
理
能

力
の
改
善
と
廃
棄
の
削
減
が

実
現
し
、
利
用
者
の
生
産
性

向
上
に
も
つ
な
が
る
。

Ｓ
ｅ
ｃ
ｏ
マ
シ
ン
ラ
イ
ブ

ラ
リ
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
工

作
機
械
と
切

削
工
具
の
組

み
合
わ
せ
に

対
し
て
適
正

な
切
削
条
件

を
推
奨
し
て

い
る
。
新
し

い
工
作
機
械

や
異
な
る
工

作
機
械
に
移

さ
れ
た
最
適

な
切
削
条
件

を
、
素
早
く

新
し
い
工
具
や
既
存
の
工
具

に
提
供
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。
マ
シ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に

よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
各
工
作

機
械
の
切
削
条
件
を
簡
単
に

保
存
、
編
集
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
だ
ろ
う
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
フ
ァ
ー

ガ
ス
タ
を
発
祥
の
地
と
し
、

７５
ヵ
国
以
上
を
拠
点
と
し
て

い
る
セ
コ
・
ツ
ー
ル
ズ
は
、

フ
ラ
イ
ス
工
具
、
超
硬
ソ
リ

ッ
ド
、
旋
削
工
具
、
穴
あ
け

工
具
、
ね
じ
切
り
、
お
よ
び

ツ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
切
削
加
工
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
総
合
分
野
の
世
界
的
な

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
だ
。
約
１
０
０
年
に
わ
た

り
、
セ
コ
・
ツ
ー
ル
ズ
は
金

属
加
工
製
造
分
野
に
お
い
て

加
工
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
卓

越
性
と
革
新
を
も
た
ら
し
、

高
精
度
加
工
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
高
品
質
な
生
産
効
率
の

成
果
を
確
立
し
て
き
た
。
同

社
の
最
新
製
品
と
最
先
端
の

切
削
加
工
技
術
情
報
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ
。

日
々
の
営
業
活
動
へ
運
気
も
味
方
に

ＤＭＧ森精機
「
Ｇ
ｅ
ａ
ｒ
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ+

」

『
九
星
気
学
で
運
気
ア
ッ
プ
』

歯
車
加
工
を
１
台
に
工
程
集
約
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

愛
機
工
青
年
部
講
演
会
を
開
催

講演会の様子

機内の様子

セコ・ツールズ
「
Ｓ
ｅ
ｃ
ｏ
マ
シ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」

切
削
条
件
の
推
奨
事
項
を
瞬
時
に
提
供

イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
＆
田
野
井
製
作
所
共
同
主
催

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
恒
例
屋
形
船
パ
ー
テ
ィ
ー

多岐にわたる業界各社が集い、楽しんだ

イメージ

多
種
多
様
な
業
界
各
社
が
国
内
外
か
ら
集
う

（４）令和６年１２月８日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２９０７号



工
業
用
ゴ
ム
・
樹
脂
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
販
売
の
川

島
商
事
（
社
長
�
川
島
宏
紀

氏
、
本
社
�
名
古
屋
市
熱
田

区
）
と
、
そ
の
主
要
仕
入
先

メ
ー
カ
ー
ら
の
集
り
で
あ
る

「
川
島
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

会
」
が
主
催
す
る
『
川
島
ベ

ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
展
示
会
２

０
２
４
』
が
１１
月
１３
日
、
名

古
屋
市
中
村
区
の
ウ
イ
ン
ク

あ
い
ち
（
愛
知
県
産
業
労
働

セ
ン
タ
ー
）
８
階
展
示
ス
ペ

ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

昨
今
話
題
と
な
っ
て
い
る

�
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
�
を
テ
ー
マ
と

し
た
今
回
の
展
示
会
に
は
出

展
各
社
の
最
新
技
術
や
製
品

が
一
堂
に
会
し
、
�
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
�
へ
の
取
り
組
み
と
、
そ

こ
か
ら
発
展
し
た
現
場
改
善

へ
の
ヒ
ン
ト
や
提
案
が
盛
り

沢
山
。
前
回
展
以
上
の
来
場

者
が
訪
れ
て
い
て
、
大
盛
況

裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

２
０
１
１
年
か
ら
２
年
に

１
度
開
催
さ
れ
て
き
た
『
川

島
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
展
示

会
』
は
、
川
島
商
事
を
含
め

１９
社
が
出
展
し
、
今
回
で
第

７
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

川
島
社
長
か
ら
は
開
場
前

に
「
皆
さ
ま
の
お
陰
で
、
今

回
も
こ
の
よ
う
に
内
容
の
濃

い
、
充
実
し
た
展
示
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
日
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

お
客
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
し
、
遠
方
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
さ
ま
も
居
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
お

客
さ
ま
方
が
、
皆
さ
ま
の
商

品
を
手
に
取
っ
て
、
皆
さ
ま

と
直
に
お
話
が
で
き
る
ま
た

と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
ご
活
用
い
た

だ
き
ま
し
て
、
情
報
交
換
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密

に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
は
わ
れ
わ
れ
川
島

商
事
が
し
っ
か
り
と
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
同
社

の
�
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
�

１８
社
に
挨
拶
し
た
。

会
場
出
口
に
設
け
ら
れ
た

抽
選
会
場
に
は
、
高
級
炊
飯

器
や
新
米
な
ど
の
豪
華
景
品

が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
て
、

新
商
品
や
新
技
術
の
情
報
を

得
る
だ
け
で
は
な
い
、
『
川

島
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
展
示

会
』
の
も
う
ひ
と
つ
の
魅
力

を
、
来
場
者
は
最
後
ま
で
楽

し
ん
で
い
た
。

次
回
の
『
川
島
ベ
ス
ト
パ

ー
ト
ナ
ー
展
示
会
』
は
２
０

２
６
年
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
今
回
展
で
惜
し
げ

も
な
く
新
商
品
や
新
技
術
を

披
露
し
て
く
れ
た
同
会
会
員

メ
ー
カ
ー
の
「
東
北
ゴ
ム
」

「
八
興
」
「
バ
ン
ド
ー
Ⅰ
・

Ｃ
・
Ｓ
」
「
ア
カ
ギ
」
「
澤

久
工
業
」
「
ト
ヨ
ッ
ク
ス
」

「
三
菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ

ム
ズ
」
「
東
拓
工
業
」
「
タ

イ
ガ
ー
ス
ポ
リ
マ
ー
」
「
潤

工
社
」
「
三
機
工
業
」
「
三

菱
ケ
ミ
カ
ル
ア
ド
バ
ン
ス
ド

マ
テ
リ
ア
ル
ズ
」
「
ア
ン
レ

ッ
ト
」
「
シ
ー
ケ
ー
金
属
」

「
積
水
化
学
工
業
」
「
中
興

化
成
工
業
」
「
旭
有
機
材
」

「
ニ
チ
ア
ス
」
（
順
不
同
）

そ
し
て
川
島
商
事
が
、
次
は

ど
ん
な
も
の
を
見
せ
て
く
れ

る
の
か
、
今
か
ら
２
年
後
が

待
ち
遠
し
い
。

名
古
屋
水
栓
販
売
協
会

（
理
事
長
�
在
田
忠
之
氏
・

在
田
商
店
取
締
役
）
は
１１
月

６
日
午
後
７
時
よ
り
、
１１
月

例
会
と
し
て
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
企
画
を
開
催
。
正
会
員

ら
１９
名
が
、
名
古
屋
を
拠
点

と
す
る
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
チ
ー
ム
の
試
合
を
楽
し

ん
だ
。

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
に

あ
る
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
ア
リ
ー

ナ
（
愛
知
県
体
育
館
）
に
集

ま
っ
た
一
行
は
、
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
『
Ｂ

・
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
（
Ｂ
リ
ー

グ
）
』
の
「
名
古
屋
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
」
VS

「
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ

ク
」
の
一
戦
を
観
戦
。
お
の

お
の
が
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
片

手
に
、
コ
ー
ト
上
の
ト
ッ
プ

プ
ロ
選
手
た
ち
の
技
や
動
き

に
一
喜
一
憂
。
最
後
ま
で
目

の
離
せ
な
い
戦
い
に
、
肌
寒

い
気
温
も
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど

に
大
興
奮
し
て
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
が
こ
ん
な
に
お

も
し
ろ
い
な
ん
て
思
わ
な
か

っ
た
」
「
ま
た
ぜ
ひ
こ
う
い

う
企
画
を
し
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

名
古
屋
水
栓
販
売
協
会
は

２
０
２
５
年
１
月
１５
日
㈬
、

２
０
２
５
年
新
年
例
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

２
０
１
６
年
、
野
球
、
サ

ッ
カ
ー
に
次
ぐ
日
本
で
３
番

目
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

『
Ｂ
・
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
』
は

発
足
し
た
。
Ｂ
１
リ
ー
グ
で

は
２４
ク
ラ
ブ
が
３
地
区
（
東

地
区
、
中
地
区
、
西
地
区
）

に
分
か
れ
て
し
の
ぎ
を
削
っ

て
い
る
。
愛
知
県
に
は
「
名

古
屋
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ド
ル
フ

ィ
ン
ズ
」「
三
遠
ネ
オ
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
」「
シ
ー
ホ
ー
ス
三

河
」「
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
イ
ー

グ
ル
ス
名
古
屋
」
の
４
つ
の

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
中
地
区
で

レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
戦

っ
て
い
る
。
Ｂ
２
リ
ー
グ
で

は
１４
ク
ラ
ブ
が
２
地
区
（
東

地
区
、
西

地
区
）
に

分
か
れ
て

し
の
ぎ
を

削
っ
て
お

り
、
西
地

区
で
は
、

静
岡
県
を

拠
点
と
す

る
「
ベ
ル

テ
ッ
ク
ス

静
岡
」
が

Ｂ
１
リ
ー

グ
昇
格
を

目
指
し
て

戦
っ
て
い

る
。

抽選会場に豪華景品が多数用意された

今回新たにポスター展示コーナーも

前
回
展
を
大
幅
に
上
回
る
来
場
者
数

出
展
１９
社
の
新
商
品・新
技
術
が
目
白
押
し

第
７
回
川
島
ベス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
展
示
会

３００名を大きく超える来場者を迎えて

商談スペースでは常に打ち合わせが

会場入口前で記念撮影

ト
ッ
プ
プ
ロ
の
技
や
動
き
に
一
喜
一
憂

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
大
興
奮

名
古
屋
水
栓

販
売
協
会

１１
月
例
会
特
別
企
画

第２９０７号（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）令和６年１２月８日（５）



梅
村
本
店
（
社
長
�
梅
村

龍
盛
氏
、
本
社
�
名
古
屋
市

中
川
区
）
と
そ
の
有
力
販
売

店
お
よ
び
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

が
集
う
「
第
５９
回
中
部
菱
梅

会
」
（
会
長
�
山
田
浩
氏
、

コ
ジ
マ
・
フ
ジ
通
商
社
長
）

が
１０
月
２７
〜
２８
日
、
開
催
さ

れ
た
。
初
日
の
総
会
は
滋
賀

県
大
津
市
の
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
琵
琶
湖
ホ

テ
ル
）
で
開
か
れ
、
会
員
ら

２８
名
が
出
席
し
た
。

総
会
は
岡
田
有
梅
村
本
店

営
業
課
長
（
現
部
長
）
の
司

会
進
行
に
よ
り
開
会
。

冒
頭
、
梅
村
社
長
が
挨
拶

で
、
会
員
の
販
売
店
に
対
し

日
頃
の
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
Ｄ

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
（
ダ
イ
ヤ
エ

ッ
ジ
）
製
品
拡
販
の
た
め
の

尽
力
に
感
謝
し
た
後
、
三
菱

マ
テ
リ
ア
ル
と
の
縁
に
つ
い

て
「
私
は
広
島
県
呉
市
の
下

蒲
刈
島
（
し
も
か
ま
が
り
じ

ま
）
で
生
ま
れ
育
ち
高
校
時

代
ま
で
を
過
ご
し
た
。
今
は

呉
市
だ
が
、
平
成
に
な
る
前

ま
で
は
安
芸
郡
。
下
蒲
刈
島

は
、
江
戸
時
代
に
は
朝
鮮
通

信
使
の
交
通
路
で
宿
泊
地
で

も
あ
り
、
今
で
は
ユ
ネ
ス
コ

の
記
憶
遺
産
に
も
登
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
下
蒲
刈
島
か

ら
三
菱
金
属
の
社
長
を
経
て

日
経
連
の
会
長
も
務
め
ら
れ

た
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
初
代
会

長
の
永
野
健
氏
が
ご
出
身
さ

れ
て
い
る
と

い
う
事
実

に
、
私
は
勝

手
な
が
ら
三

菱
マ
テ
リ
ア

ル
様
と
の
ご

縁
が
長
き
に

渡
り
あ
っ
た

の
だ
と
感
じ

て
い
る
」
と

披
露
。
「
菱

梅
会
は
昭
和

３７
年
の
発
足

か
ら
今
日
ま

で
続
い
て
い

る
。
こ
れ
か

ら
も
皆
様
方

の
お
力
添
え

を
賜
り
、
三

菱
マ
テ
リ
ア

ル
様
、
菱
梅

会
会
員
様
の
ご
縁
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
役
と
し
て
精
一
杯
努

力
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
山
田
会
長
が

「
昨
今
、
人
手
不
足
が
言
わ

れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も

多
い
せ
い
か
転
職
を
安
易
に

考
え
て
い
る
若
い
人
た
ち
が

増
え
て
い
る
と
感
じ
る
。
良

い
会
社
を
作
っ
て
良
い
業
界

に
な
っ
て
い
け
ば
、
ま
た
人

の
目
が
向
い
て
く
る
と
思
っ

て
い
る
。
最
近
は
、
商
品
の

不
足
は
大
分
解
消
さ
れ
て
い

る
が
、
逆
に
価
格
改
定
、
物

の
値
上
が
り
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
様

に
は
梅
村
本
店
様
を
通
じ
て

極
力
値
打
ち
に
商
品
を
出
し

て
頂
け
る
よ
う
に
中
部
菱
梅

会
会
員
を
代
表
し
て
お
願
い

し
た
い
。
あ
る
程
度
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
が
な
い
と
価
格
に
反

映
さ
れ
て
こ
な
い
と
思
う
の

で
、
会
員
の
皆
様
も
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
製
品
の
拡
販
に
今

以
上
に
注
力
さ
れ
る
よ
う
ご

協
力
願
い
た
い
」
と
挨
拶
で

述
べ
た
。

萩
谷
英
史
三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
加
工
事
業
カ
ン
パ
ニ
ー
国

内
営
業
部
長
は
、
１０
月
に
行

わ
れ
た
加
工
事
業
カ
ン
パ
ニ

ー
の
ワ
ー
ル
ド
セ
ー
ル
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
イ
ン
ド
以
外

は
全
世
界
的
に
非
常
に
厳
し

い
状
況
が
報
告
さ
れ
た
と

し
、
そ
の
中
で
「
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
切
削
工
具
の
国
内
受

注
状
況
は
、
今
年
度
９
月
末

で
上
期
が
終
わ
り
、
お
陰
様

で
昨
年
実
績
を
上
回
る
結
果

と
な
っ
た
。
切
削
工
具
の
需

要
は
フ
ラ
ッ
ト
か
ら
若
干
下

が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
何

と
か
ア
ッ
プ
で
き
た
の
は
本

日
ご
列
席
の
梅
村
本
店
と
菱

梅
会
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援

が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、
御
礼

を
申
し
上
げ
る
。
引
き
続
き

下
期
も
、
厳
し
い
状
況
は
続

く
が
皆
様
方
と
が
っ
ち
り
手

を
組
ん
で
、
大
き
な
ア
ッ
プ

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
」
と
話
し
た
。

小
畠
嘉
豊
中
部
菱
梅
会
副

会
長
（
ヒ
サ
ヨ
シ
社
長
）
が

乾
杯
の
発
声
を
行
い
、
懇
親

の
場
と
な
っ
た
。

翌
日
は
観
光
と
ゴ
ル
フ
で

交
流
が
図
ら
れ

た
。
観
光
組

は
、
近
江
神
宮

参
拝
後
、
源
氏

物
語
の
紫
式
部

に
ゆ
か
り
の
あ

る
石
山
寺
を
訪

れ
、
「
光
る
君

へ
」
の
大
河
ド

ラ
マ
館
を
見

学
。
午
後
は

岡
喜
本
店
で

近
江
牛
会
席

の
昼
食
を
と

り
、
ラ
・
コ

リ
ー
ナ
近
江

八
幡
で
買
い
物
や
散
策
を
し

た
。ゴ

ル
フ
組
は
、
１６
名
が
参

加
し
て
名
神
八
日
市
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
滋
賀
県
東
近

江
市
）
で
の
ラ
ウ
ン
ド
を
楽

し
ん
だ
。

上
位
入
賞
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）
。

▽
優
勝
�
菅
晴
稔
（
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
）
Ｎ
７３
・
８
Ｈ
１３

・
２

▽
準
優
勝
�
服

部
嘉
高
（
服
部

商
会
）
Ｎ
７５
・

２
Ｈ
１６
・
８

▽
３
位
�
杉
原

寛
尚（
栄
機
工
）

Ｎ
７６
・
２
Ｈ
４

・
８

▽
ベ
ス
ト
グ
ロ

ス
�
杉
原
寛
尚

８１

金
物
業
界
の
祖
神
を
祀
る

「
金
山
神
社
例
祭
」
（
ふ
い

ご
祭
）
が
１１
月
８
日
、
名
古

屋
市
中
区
の
那
古
野
神
社
境

内
に
て
那
古
野
金
山
神
社
崇

敬
会
世
話
人
に
よ
り
執
り
行

わ
れ
、
金
物
業
界
団
体
（
愛

知
県
金
物
商
工
協
同
組
合
、

名
古
屋
建
築
金
物
卸
商
組

合
、
名
古
屋
利
器
工
匠
具
卸

業
組
合
）
の
代
表
ら
１０
名
が

参
加
し
て
業
界
の
発
展
を
祈

願
し
た
。

今
年
の
ふ
い
ご
祭
は
好
天

に
恵
ま
れ
て
午
前
１１
時
の
定

刻
に
始
ま
り
、
参
拝
者
が

次
々
に
玉
串
を
奉
奠
。
那
古

野
神
社
宮
司
よ
り
「
金
山
神

社
は
金
物
、
鉄
鋼
な
ど
金
属

を
扱
う
神
様
。
金
山
彦
大
神

（
か
な
や
ま
ひ
こ
お
お
か

み
）
、
金
山
姫
大
神
（
か
な

や
ま
ひ
め
お
お
か
み
）
と
対

の
、
夫
婦
の
神
様
で
あ
る
。

�
生
む
�
と
い
う
こ
と
に
は

魂
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。
日

本
で
は
親
兄
弟
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
お
り
、
ま
た

仲
間
意
識
も
非
常
に
強
い
。

皆
さ
ん
で
力

を
合
わ
せ
て

色
々
な
事
を

行
う
と
い
う

こ
と
。
こ
れ

か
ら
将
来
、

人
類
が
存
在

す
る
限
り
金

属
を
使
わ
な

い
こ
と
は
多

分
な
い
と
思

う
。
世
の
中

に
大
事
な
も

の
と
し
て
存

在
を
す
る
。

そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
神
様
が
扱
う
。
そ
の

よ
う
な
形
で
日
本
の
国
は
神

話
の
世
界
か
ら
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
」
な
ど
、
神
社
や
祭

の
由
来
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
後
、
御
神
酒
を
授
か
っ

た
。参

拝
後
、
御
札
等
を
授
か

り
解
散
と
し
た
。

中
部
菱
梅
会
山
田
会
長

左から山田会長、ゴルフ上位の杉原氏、菅氏、服部氏

Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
で
総
会

三
菱
製
品
拡
販
と
会
の
繁
栄
を
誓
う

梅
村
本
店
第
５９
回
中
部
菱
梅
会
開
催

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
萩
谷
国
内
営
業
部
長

業
界
の
代
表
者
ら
が
参
拝
し

厳かに神事が行われた

金
物
業
界
の
発
展
を
祈
願

那
古
野
金
山
神
社『
ふ
い
ご
祭
』

梅
村
本
店
梅
村
社
長
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